
総務省 行政相談委員 木村優仁

総務省・長崎行政評価事務所

高校出前教室



•皆さん こんにちは

•私の母と家内（妻）と娘は、この学校の卒業生です。

•大正生まれの母は、尋常小学校から高等女学校（高等小学
校を経ず）に８６年前に飛び入学しています。周りの人た
ちが、どうして２歳上なのか疑問に思っていたそうです。

•南有馬尋常小学校の１年生から、一度も父親は、成績表を
見てくれないので、「おとうさん何故見ないのですか。」
と聞くと「私の子なら見ないでわかっている。」との返事
で一度も見なかった。女学校時代に母が亡くなり進学を諦
めた。

•母の生家は、1637（寛永14）年に勃発した島原・天草一
揆後の1642年の幕府の移住命令により佐賀の鍋島藩の豪
族であった豊増市衛門が南有馬に移住してきたのが初代で
ある。水飢饉が続く中、地域の住民が安心して稲作ができ
るよう自費で曲堤（かねんとつつみ）作ったので「てぼじ
いさん」と呼ばれていたそうです。



みんなの声が暮らしをかえる

•学校生活や家庭生活の中で、「役所の仕
事」で困ったことはないですか。困ったと
きに利用でき、要望や苦情を解決する国の
制度があります。

•それが、「行政相談制度」です。

•皆さんの街（南島原市）には相談に乗って
くれる「行政相談委員」がいます。

•身近な出来事を織り交ぜて、ご紹介します
ので、しばらくの間、耳を傾けて下さい。



「行政」とは？
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法律や予算に基づき、国民のための仕事を行う

○ 消防・救急
○ 放送・通信
○ 統計
○ 行政の改善
など 3



行政とは ？
国民の安全や福祉の向上などを目的として

法律に従って国の機関や都道府県、市区町村が
業務を行うことです。 皆さんとの身近な日常生活
との関わりからお話ししましょう。

①日常生活と行政の関わり

•水道 －維持管理 （市区町村）

•天気予報 － 観測予測（気象庁）

•食事 － 安全・衛生（保健所）

•通学 － 道路の整備管理（市区町村）

交通安全対策（警察・道路管理者）



②人の一生
•生まれる－出世届・戸籍の管理 （市区町村）

•学ぶ－教育・生涯学習（教育委員会）

•働く－就職のあっせん（ハローワーク）

• 年金・健康保険（社会保険事務所）

• 税金の徴収（税務署等）

•投票する－選挙の実施（選挙管理委員会）

•結婚する－結婚届・新戸籍管理（市区町村）

•家を建てる－建築確認（都道府県等）

• 土地建物の登記（法務局）

•老後を迎える－年金支給（社会保険事務所）

•死亡 － 死亡届など（市区町村）



役所の手続やサービスなどについて

•困っているが、何処に相談していいのか。

•役所の説明や事務取扱が納得できない。

•制度や仕組みがわからない。

などの苦情や意見・要望をお聴きし、解
決していく制度です。

◇行政相談って何 ？





◇道路の補修のどの維持管理を適切に

・郵便ポストを設置して欲しい。

・介護を受けるためにはどうしたらいいのか。

・訪問販売のクーリングオフについて

・不法投棄のゴミを撤去してほしい。

・国民年金の保険料を減額・免除しておしい。

・賃金を支払ってくれない。

・行政の窓口サービスをよくしてほしい。

◇具体的な相談内容◇
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「行政相談委員」ってどんな人、その①

■行政全般（国・県・市町村の仕事）につい
ての苦情や意見や要望を受付けし、その解決
や実現の促進を図るとともに、それらを行政
の制度及び運営の改善に反映させるお手伝い
をしています。

■地域の人たちが住みやすい社会を作ること
に熱意と知識を持って入る人で、総務大臣よ
り任命されています。南島原市には6名の委員

が、皆さんの身近にいます。 



「行政相談委員」ってどんな人、その②

そして、これから進学や就職して住む町に
も必ずいます。住民皆様からいろんな相談を
聞いて、解決するためにボランティアで活動
しています。
総務省の出先が50ヶ所、委員が5千人、定

例、巡回、合同相談会を実施しており、市の
広報紙、新聞、ケーブルテレビで開催日時な
ど案内しています。
まず、困ったときには、０５７０－０９０

１１０まで、



改善－１ バス停の屋根

改善後改善前

○まだまだ設置されて
いません。
要望を続けています。
ジャスコ前のバス停。

○屋根が着いたバス停
十八銀行西有家支店前の
バス停



改善－２ 水路の改善
改善後改善前

○田に引く水路が瓦礫で
埋まってしまい稲作時に水
が引けない。

○改善され順調な水稲栽培
が行われている。



改善－３◆カーブミラーの設置

改善前

○停止しないで、左折する
人が多く、もう少しで衝突しかね
ない状況が続いたので事故に
成る前に自治会からの設置
要望。

○設置され改善された。 

カーブミラーの設置



改善－４ 空き家

改善後改善前

○老朽化が進み
通学路でもある。

○解体され環境が
改善された。



改善－５ 広報誌の改善

○配布が月に始めにかかるので、月初めの日程の表示



◆出来ないこともあります。
要望：バス停の引き込み線の増設（継続事案）

引き込み線

○口之津方面からの
バス停は、引き込線がある
ので渋滞しない。

設置されている

○加津佐方面からは、特に朝に渋
滞して困るので引き込み線を設置
して欲しい。だが、土地に余裕が
ないので、できなかった。



◆フェーリー桟橋の撤去（継続事案）

改善前 改善中

○フェリーの桟橋が老朽化して倒
れかかっている。釣り人が出入り
するので事故に成る前に早急に撤
去して欲しい。

○潜水夫や専用船など１０名にて
調査している風景。



◆進学や就職や家業を継がれる皆さんへ◆

■これからは、街のことや暮らしに関
心を持ち、各自進まれる道をがんばっ
て下さい。また、人生で困ったときに
は、本日の出前教室を思い起こしてい
ただき、そしてご連絡ください。
困ったときには、０５７０－０９０

１１０までのご連絡を
必ずお力に成れると思います。



総務省 行政相談所 木村 優仁

■本日の出前教室にご協力いただきまして誠
にありがとうございました。
ここに深く感謝申し上げます。
全国何処に行かれても、あなたの身近に委

員がいますので、ご利用ください。
また何処かでお会い

できる日を楽しみに
しております。お元気で！
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